
  
昨年度は新型コロナ

ウイルス感染症対策の
ため休校となり中止と
なってしまったが、本年
度は少人数４班編制と
対策を取っていただき
実施することができた。 

 
実施：令和 3 年 3 月 20
日 
場所：群馬大学生体調節 

  研究所 
参加：1 年 11 名 

  2 年 11 名 
 
＜事前調べ＞ 
○生体調節研究所について 

生体情報部門、病態制御部門がある。 
 

○遺伝生化学とは 
 遺伝学的解析や遺伝子の機能解析を行う 
 

群大生体調節研究所では糖尿病・肥満症等
の内分泌代謝疾患や喘息等の免疫疾患の成
因・発症機構や病態生理を遺伝子の機能解
析で解明することが目標。 
 

○重粒子線治療施設について 
①イオン源装置 

炭素原子から炭素イオンが作られる 
②線形加速器 

③の前のイオンの予備的加速を行う 
③シンクロトン加速器 
 イオンはこの中を周回し高速の 70％まで

加速する。 
④治療器 
 加速されたイオンを患者に照射 
 

＜課題発見＞ 
・インスリンなどの効果を調べる方法は？ 

 
・重粒子線を使うメリットは？どのように

的を絞るのか？なぜ炭素イオン？ 
 

糖尿病・・・血糖値が高い病態 
肥満症・・・体重が過度に高い病態 
 

 

 
糖尿病や肥満症は、種々の遺伝因子と環

境因子によって引き起こされる※環境因子
(食物の量・質や運動量) 

血糖値を下げる主要な因子はインスリン
というホルモンである。 

インスリンは、食事からとったエネルギ
ー源を体内に蓄えるホルモン。 
 インスリン作用の不足により、血糖値が
高くなる病態をまとめて糖尿病という。 
 
＜インスリン作用の不足とは＞ 
膵β細胞からのインスリン分泌不全 
肝、筋肉、脂肪組織なでのインスリン感受性  
の低下 
 

糖尿病には 1 型と 2 型がある。 
糖尿病の分類  1 型  2 型  

発症機構  お も に 自 己 免 疫

を 基 礎 に し た 膵

β細胞破壊。他の

自 己 免 疫 疾 患 の

合併が少ない。  

イ ン ス リ ン 作 用

不 足 を 生 じ て 発

症する。  

家族型  家 系 内 の 糖 尿 病

は 2 型より少ない  

血 縁 者 に し ば し

ば糖尿病がある  

発症年齢  小 児 ～ 思 春 期 に

多い。  

40 歳以上に多い。

若年発症も増加。 

肥満度  肥 満 と は 関 係 な

い。  

肥 満 ま た は 肥 満

の既往が多い。  

 
 インスリンを解析するには 
  

全反射蛍光顕微鏡 TIRFM 解析 
細胞膜から 100～200nm 程度の 
インスリン-GFP のみを励起 
インスリン顆粒と細胞膜の接着、融合を観
察可能 
 
      緑色に光っていました。 
        イメージ図です。 
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メタンを利用して炭素イオンを生成。 
加速器で炭素イオンのスピードを上げる！ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
照準を合わせて使用部位に照射！ 
人が動かないように固定することも大切。 

 
＜リケジョライフ＞ 

理学部に進学後、研究者になるため医学部
に出て、大学院へ 
 女性の研究者も増えている！ 
 
 
 

「意志あるところに道は開ける」 

 
 
<感想> 
 
充実した研修ができたという感想が多くあり
ました。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

(１年) 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

(１年) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

(２年) 
 
 

コロナ禍にも関わらず、研修を実施してい
ただきありがとうございました。  

重粒子線治療施設見学  


